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香川県、　高松市、 一般社団法人　日本パラ陸上競技連盟、　中国・四国パラ陸上競技大会実行委員会

ＮＰＯ法人　日本知的障がい者陸上競技連盟
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一般財団法人　香川陸上競技協会
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株式会社明治、三井住友海上あいおい生命保険株式会社 、株式会社セレスポ、株式会社城山、

富士通株式会社、株式会社ＡＯＫＩ、株式会社クレーマージャパン、株式会社富士通エフサス、

資生堂ジャパン株式会社、株式会社パソナグループ、久光製薬株式会社、パーク２４株式会社、

中央自動車工業、日本航空株式会社、マット株式会社、伊藤超短波株式会社、

豊島株式会社、株式会社QDレーザ、株式会社グロリアツアーズ、一般社団法人カンパラプレス、

長谷川体育施設株式会社、ＥＳ株式会社、株式会社グロップサンセリテ、東亜道路工業株式会社
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香川県障害者スポーツ協会、香川県障がい者スポーツ指導者協議会、

社会福祉法人　かがわ総合リハビリテーション事業団、香川パラ陸上競技協会、

徳島文理大学保健福祉学部臨床工学科
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香川県教育委員会、高松市教育委員会
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2019年6月29日（土）

　 　９：１５　～　９：３０　　　開会式

 １０：００　～　             競技開始 １５：００　　 　             競技終了（予定）
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①

②
③

④

⑤

男子　

女子　　

10 競技グループ及び競技種目

① 競技クラスは別紙の【日本パラ陸上競技連盟　クラス分け説明表　2019年度版】を参照

② 競技種目は別紙の【2019中国・四国パラ陸上競技大会　種目表】による。

香川県在住の知的障害者（競技グループはトラック、跳躍はT20 、投擲はF20となります）
上記登録者以外の者で主催者が認めた者。

参加種目数は制限しない。ただし、正当な理由なくエントリー種目に出場しなかった場合は、以後の種
目への参加は認めない。その場合参加料の返金は行なわない。

５０００ｍに参加標準記録を設ける。

（過去２年以内に３０分以内の記録を持つ者）

（過去２年以内に３５分以内の記録を持つ者）

屋島レクザムフィールド

〒７６１－０１１２

香川県高松市屋島中町３７４-１　　　TEL　０８７－８０２－７３５０

参加資格及び制限

2019年度日本パラ陸上競技連盟及び、2019年度特定非営利活動法人日本知的障がい者陸上競技連
盟登録者及び、中国・四国地区在住の身体障害者。（身体障害者とは肢体、聴覚、視覚の各障害を含
む）

後　援（予定）

日　時

　８：３０　～　９：００　　　選手受付

2019中国・四国パラ陸上競技大会開催要項

主　催

中国・四国パラ陸上競技協会

共　催

主　管

会　場

協　賛

協　力（予定）



11 競技規則について

①

12

①

② スターターの指示はイングリッシュコールを用いる。

③

④

⑤

⑥ フィールド競技における試技は、走高跳を除き各種目とも６回とする。ただし、投てき競技における

⑦

⑧

⑨

⑩ １８歳以下の選手については保護者の同意を要する。
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14

15

16
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18

（２）本大会は、テレビ放送及びインターネット上で動画配信を行う場合がある。

（３）大会の映像・写真・記事・個人記録等は主催者及び共催者が承認した第三者が大会、
     運営及び宣伝等の目的で、大会プログラム・ポスター等の宣伝材料、テレビ、ラジオ、新聞、雑誌、
     インターネット等の媒体に掲載することがある。

その他

・宿泊を希望される選手は各自で手配してください。

・本年度はクラス分けは行ないません。

ＴＥＬ：088-841-0021   ＦＡＸ：088-841-0065

メール：taiga@kochi-scfd.com

参加料は、大会当日受付時に納入すること。

個人情報等取扱いについて

（１）主催者及び共催者は、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等を順守し個人情報を取り扱う。
     尚、取得した個人情報は、大会の資格審査、プログラム編成及び作成、記録発表、公式ホームページ、
     公式フェイスブックその他競技運営及び陸上競技に必要な連絡等に利用する。

　別紙申込書により、2019年6月４日（火）までに郵送、ＦＡＸ、メールの何れかの方法で、大会事務局必着
　のこと。締め切り後の申込み及び種目の変更は、受け付けない。

大会事務局

〒781-0313 高知市春野町内ノ谷1-1　高知県立障害者ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ内

2019中国・四国パラ陸上競技大会事務局

北村大河　宛

表彰は行わず競技終了後に記録証を授与する。

参加料
１種目　１，０００円　

安全管理について

　大会当日の傷害保険については主催者において加入するが、参加にあたっては、各選手において医師の
　診断を受けるなど自己の責任において健康と安全に十分に留意すること。

参加申込

座位姿勢で投擲を行う競技者は、投擲動作の始まりから投擲の着地点に印がつけられるまでの間

ずっと座位姿勢を維持しなければならない。そのため、大腿上部か骨盤などをベルト等でしっかり

固定することが推奨される。

全ての座位競技者の投てき種目(やり投げ含）は、直径2.135～2.50mのサークルから投擲を行う。

15歳以下（中学生以下）についてはトラック種目のみ実施する。

表　彰

競技について

トラック競技は全て写真判定装置を使用する。

トラック種目においては、1回目の不正出発で失格となることを十分理解しておくこと。

競技クラスT32-34及びT51－54の競技者は全てのトラック種目においてヘルメットを着用すること。

競技クラスT11-13及びT20、T70の競技者は、400ｍ以内の競走競技において、スターティングブロック
を使ったクラウチングスタートを行わなければならない。（T20は知的障害、T70は聴覚障害）

計測は、競技運営上、各試技ごとに計測しないことがある。

World　Para　Athletics2018‐2019競技規則並びに本大会申し合わせ事項による。



　

障害種別 知的 聴覚

クラス T11 T12 T13 T14 T20 T30 T31 T32 T33 T34 T35 T36 T37 T38 T40 T41 T42 T43 T44 T45 T46 T47 T48 T49 T51 T52 T53 T54 T55 T61 T62 T63 T64 T70

１００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１５００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 － － － ○ ○ － ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５０００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 － － － － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ － ○ － ○ ○

走高跳 ○ ○ ○ ○ - － － － － － － － － － － － ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ － ○ ○ 〇

走幅跳 ○ ○ ○ ○ 〇 － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ ○ ○ ○

三段跳 ○ ○ ○ ○ - － － － － － － － － － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － ○

＜投てき＞

障害種別 知的 聴覚

クラス F11 F12 F13 F14 F20 F31 F32 F33 F34 F35 F36 F37 F38 F40 F41 F42 F43 F44 F45 F46 F48 F49 F51 F52 F53 F54 F55 F56 F57 F58 F61 F62 F63 F64 F70

砲丸投 kg 7.26 7.26 7.26 7.26 7.26 － 2 3 4 4 4 5 5 4 4 6 6 6 6 6 7.26 7.26 － 2 3 4 4 4 4 5 6 6 6 6 7.26

円盤投 kg 2 2 2 2 - － 1 1 1 1 1 1 1.5 1 1 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1.5 1.5 1.5 1.5 2

やり投 g 800 800 800 800 - － － 600 600 600 600 600 800 600 600 800 800 800 800 800 800 800 － 600 600 600 600 600 600 600 800 800 800 800 800

こん棒投 g － － － － - 397 397 － － － － － － － － － － － － － － 397 － － － － － － － － － － － －

脳性麻痺（立位）

R/5/5

切断・機能障害（立位）

切断（義足使用）

車いす（投擲用いす）使用 切断（義足使用）

＊クラスT14,T30,T48,T49,T55は、国際大会のクラスに該当しないクラスであり、独自のクラスとして設定しています。クラスF70はIPCに該当しない聴覚障害のクラスです。

○

○

2019中国・四国パラ陸上競技大会　実施種目一覧表（男子）　

切断・機能障害（立位） 車いす使用

低身長

視覚

脳性麻痺（車いす）

低身長脳性麻痺（立位）

＜トラック・跳躍＞

視覚

＊クラスT14,T30,T48,T49,T55は、国際大会のクラスに該当しないクラスであり独自のクラスとして設定しています。クラスT70はIPCに該当しない聴覚障害のクラスです。

脳性麻痺（車いす）



　

障害種別 知的 聴覚

クラス T11 T12 T13 T14 T20 T30 T31 T32 T33 T34 T35 T36 T37 T38 T40 T41 T42 T43 T44 T45 T46 T47 T48 T49 T51 T52 T53 T54 T55 T61 T62 T63 T64 T70

１００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１５００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 － － － ○ ○ － ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５０００ｍ ○ ○ ○ ○ 〇 － － － － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － － － － ○

走高跳 ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ － ○ ○ ○

走幅跳 ○ ○ ○ ○ 〇 － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ ○ ○ ○

＜投てき＞

障害種別 知的 聴覚

クラス F11 F12 F13 F14 F20 F31 F32 F33 F34 F35 F36 F37 F38 F40 F41 F42 F43 F44 F45 F46 F48 F49 F51 F52 F53 F54 F55 F56 F57 F58 F61 F62 F63 F64 F70

砲丸投 kg 4 4 4 4 4 － 2 3 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4 4 － 2 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 4

円盤投 kg 1 1 1 1 - － 1 1 1 1 1 1 1 0.75 0.75 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

やり投 g 600 600 600 600 - － － 600 600 600 600 600 600 400 400 600 600 600 600 600 600 600 － 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600

こん棒投 g － － － － - 397 397 － － － － － － － － － － － － － － 397 － － － － － － － － － － － －

＊クラスT14,T30,T48,T49,T55は、国際大会のクラスに該当しないクラスであり、独自のクラスとして設定しています。クラスF70はIPCに該当しない聴覚障害のクラスです。

視覚 切断・機能障害（立位）

切断・機能障害（立位）

○

切断（義足使用）

切断（義足使用）

＊クラスT14,T30,T48,T49,T55は、国際大会のクラスに該当しないクラスであり、独自のクラスとして設定しています。クラスT70はIPCに該当しない聴覚障害のクラスです。

視覚

脳性麻痺（立位）脳性麻痺（車いす） 低身長 車いす（投擲用いす）使用

○

車いす使用脳性麻痺（車いす）

2019中国・四国パラ陸上競技大会　実施種目一覧表（女子）　

＜トラック・跳躍＞

脳性麻痺（立位） 低身長



2019年度版日本パラ陸上競技連盟クラス分け説明表（トラック・跳躍）
本表はWorld Para Athletics (WPA) のクラス分けマニュアルに基づいて理解しやすく一 覧表にしたものです。詳しくはマニュアルを参照する必要があります。

区分表に該当しない障害は、各クラスにおける機能的に最も近いクラスを選択してください。
くトラック・跳躍＞

障害種別 クフス

T11 

視覚障害 T12 
T13 
T14 

知的障害 T20 
T30 

筋緊張冗進 T31 
アテトーゼ T32 失 調

（車椅子） T33 
T34 

筋緊張冗進 T35 
アテトーゼ T36 

失 調 T37 
（立 位 ） T38 

T40 
低身長

T41 

T42 
T43 

四肢欠損 T44 
関節可動域制限 T45 

筋力低下 T46 脚長差
（義足未使用・立位） T47 

T48 
T49 
T51 

四肢欠損 T52 
関節可動域制限 T53 筋力低下

脚長差 T54 
（車椅子）

T55 
T61 

下肢切断 T62 
（義足使用・立位） T63 

T64 
聴覚障害 T70 

2019/3/5 

クフス説明
視力がLogMar26より悪い（小数視力換算0.0025未満）。競技中は不透明なゴーグルまたは両目を不透明なもので覆う（両目義眼使用者を除く）。 ［：※各logMARは数字が多いほど視力が悪い
視力がLogMar1 5から、26 まで （小数視力換算00025~0.032)。およびまたは視野直径10度以内。 l※視力は矯正視力の良いほうの目で評価する
視力がLogMar1 4から、1 まで （小数視力換算004~0.1)。およびまたは視野直径40度以内。 l※視野はゴールドマン視野計のlll/4eの直径の範囲で

視力または視野に最小の障害基準(MIC)に該当しない障害のあるもの C (国際大会のクラスに該当しない） 目目 評価する

知的障害
脳血管障害による 片麻痺 者の車椅子使用者で、健側の 上下肢で車椅子を駆動する。（国際大会のクラスに該当しない）
重度の四肢麻痺。下肢で車椅子を駆動する。痙性の程度は3 から4。
痙直型またはアテトーゼ型の四肢麻痺。上肢で車椅子を駆動。上肢の痙性の程度は3。
中程度四肢麻痺。良いほうの上肢がほぽ正常である三肢麻痺か重度な片麻痺（座位バランス不良）の車椅子使用。上肢のみで車椅子駆勁。上肢の痙性の程度は2、下肢の痙性の程度は3から4。
両麻痺(d1pleg1a)で車椅子を上肢で 駆動する。上肢よりも下肢の痙性が強い。上肢はほぼ正常 で痙性の程度は1から2、下肢の痙性の程度は3 から4。
両麻痺(d1pleg1a)で、上肢はほぼ正常。下肢の痙性の程度が 2から3。静的なバフンスは良好だが、動的 バフンスは不良。
歩行または走可能なアTトーゼか 失調 型の四肢麻痺。
歩行または走 可能な片麻痺。痙性の程度は2から3。
極めて軽度な障害。筋緊張冗進、失調、アTトーゼの最小の障害基準(MIC)に該当する。

身長発育が 正常より著しく遅延する か、過小の まま停止し たもの。
男性身長130cm以下で、かつ上肢長59cm以下でその和が180cm以下 女性身長125cm以下で、かつ上肢長57cm以下でその和が173cm以下

身長発育が 正常より著しく遅延する か、過小の まま停止し たもの。
男性身長145cm以下で、かつ上肢長66cm以下でその和が200cm以下 女性身長137cm以下で、かつ上肢長63cm以下でその和が190cm以下

片側及び両側の大腿切断（膝関節離断含む） で義足を使用しない。または片側及び両側の大腿切断（膝関節離断含む） と同等の 下肢機能障害に該当するもの。
両下腿切断（足長 の50%以上の切断を含む） で義足を使用しない。または両下肢がそれぞれ 片下肢最小の障害基準 (MIC)に該当するもの。
片下腿切断（足長 の50%以上の切断を含む） で義足を使用しない。または片足関節の機能 が全廃し たもの。または、片下肢最小の障害基準 (MIC)に該当するもの。
両上腕切断（両肘関節離断含む）。または両側がそれぞれ全ての 走競技と跳躍競技に参加できる 上肢の最小の障害基準(MIC)に該当するもの。
両即腕切断（両手関節離断含む）。または片上腕切断（片肘関節離断含む）。または片側が全ての 走競技と跳躍競技に参加できる 片上肢の最小の障害基準(MIC)に該当するもの。
片即腕切断（片手関節離断含む）。または100m走 から400m走 と跳躍競技に参加可能な片側及び両側上肢の最小の障害基準 (MIC)に該当するもの。
片下肢または両下肢に最小の障害基準(MIC)に該当しない障害のあるもの。（国際大会のクラスに該当しない）
片上肢または両上肢に最小の障害基準(MIC)に該当しない障害のあるもの。（国際大会のクラスに該当しない）
肘の屈筋および手首の背屈筋が機能 する （筋力5)。屑関節の筋力は弱いこともあり、特に大胸筋や肘の伸筋の筋力が0から3。（神経機能残存レベルC5/6)。
肩 ・ 肘 ・ 手関節の筋力は正常。ただし 手指の屈伸筋の機能 は不十分であり、手内筋は委縮している （神経機能残存レベルC7/8)。
両上肢機能 はほぼ正常。腹筋と下部背筋の機能 がない （神経機能残存レベルT 1~T7)。
両上肢正常。通常体幹のコントロ ールは十分で、駆動時も体幹を用いることが できる。（神経機能残存レベルT8~S4)
最小の障害基準 (MIC)の少なく とも1つ以上該当する障害のあるもの。（下肢切断または欠損、可動域制限、筋力低下、脚長差）
下肢に最小の障害基準(MIC)に該当しない障害のあるもの。（国際大会のクラスに該当しない）
両側に大腿義足、または、片大腿義足と片下腿義足を装清し競技するもの。
両側に 下腿義足を装着し競技するもの。
片側に大腿義足を装着し競技するもの。
片側に 下腿義足を装着し競技するもの。
聴覚 ・ 平衡機能障害、音声・言語機能障害、そしゃく機能障害の身体障害者手帳を所持しているもの。(WPA参加基準 に該当しない）
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障害種別 クフス

F11 

視覚障害 F12 
F13 
F14 

知的障害 F20 

筋緊張冗進 F31 
アテトーゼ F32 

失 調 F33 
（座 位） F34 

筋緊張冗進 F35 
アテトーゼ F36 

失 調 F37 
（立 位） F38 

F40 
低身長

F41 

F42 

四肢欠損
F43 

関節可勁域制限 F44
筋力低下 F45 
脚長差 F46（荼足未使用・立位）

F48 
F49 

F51 

F52 

F53 

四肢欠損
F54 関節可動域制限

筋力低下
F55 脚長差

（座 位）

F56 

F57 
F58 
F61 

下肢切断 F62 
（義足使用・立位） F63 

F64 
聴覚障害 F70 

2018/4/18 
クフス説明

視力がLogMar26より悪い（小数視力換算0.0025未満）。競技中は不透明なゴーグルまたは両目を不透明なもので覆う（両目義眼使用者を除く）。':※.各logMARは数字が多いほど視力が悪い
視力がLogMar15から、26まで（小数視力換算00025~0.032)。およびまたは視野直径10度以内。 ［※視力は矯正視力の良いほうの目で評価する
視力がLogMar14から、1まで（小数視力換算004~0.1)。およびまたは視野直径40度以内。 ［※視野はゴールドマン視野計の町/4eの直径の範囲で

視力または視野に最小の障害基準(MIC)に該当しない障害のあるもの。（国際大会のクラスに該当しない） 目目評価する

知的障害
電動車椅子常用者。または普通型車椅子操作不可で介助にて移動。重度の痙直型またはアTトーゼ型四肢麻痺。痙性の程度は3から4。
中等度から重度の痙直型もしくはアTトーゼ型の四肢麻痺。上肢で車椅子を駆動。上肢の痙性の程度は3。
中程度四肢麻痺か良いほうの上肢がほぼ正常である二肢麻痺か重度な片麻痺（座位バフンス不良）の車椅子使用。上肢のみで車椅子駆動。上肢の痙性の程度は2。
両麻痺(d1pleg1a)で車椅子を上肢で駆動する。上肢はほぼ正常。体幹のバフンスや上肢機能良好。体幹の痙性の程度は1から2。
両麻痺(d1pleg1a)で、上肢の力はほぼ正常。より障がいのない手は通常の握り やつまみが可能。下肢の痙性の程度が2から3。
歩行または走可能なアTトーゼか失調型の四肢麻痺。
歩行または走可能な片麻痺。体幹の回旋は円滑さに欠ける。
極めて軽度な障害。筋緊張の冗進、失調、アTトーゼがあるもの。筋緊張冗進、失調、アTトーゼの最小の障害基準(MIC)に該当する。

身長発育が正常より著しく遅延するか、過小のまま停止したもの。
男性身長130cm以下で、かつ上肢長59cm以下でその和が180cm以下 女性身長125cm以下で、かつ上肢長57cm以下でその和が173cm以下

身長発育が正常より著しく遅延するか、過小のまま停止したもの。
男性身長145cm以下で、かつ上肢長66cm以下でその和が200cm以下 女性身長137cm以で、かつ上肢長63cm以下でその和が190cm以下

片側及び両側の大腿切断（膝関節離断含む）で義足を使用しない。または片側及び両側の大腿切断（膝関節離断含む）と同等の下肢機能障害 に該当するもの。
両下腿切断（足長の50%以上の切断を含む）で義足を使用しない。または両下肢がそれぞれ片下肢最小の障害基準(MIC)に該当するもの。
片下腿切断（足長の50%以上の切断を含む）で義足を使用しない。または片足関節の機能の全廃したもの。または、片下肢最小の障害基準(MIC)に該当するもの。
投てき競技の片側及び両側の上肢最小の障害基準(MIC) に該当する障害のあるもの。
片側に投てき競技の片上肢最小の障害基準(MIC)に該当する障害のあるもの。 ※2013年までF47であったものは、2014年以降はF46に変更された。
片下肢または両下肢に最小の障害基準(MIC) に該当しない障害のあるもの。（国際大会のクラスに該当しない）
片上肢または両上肢に最小の障害基準(MIC) に該当しない障害のあるもの。（国際大会のクラスに該当しない）
肘の屈筋および手首の背屈筋が機能する。肘の伸筋は筋力3以下。手首の掌屈筋は機能しない。屑が弱い場合がある。通常、用具を把持することはできない。
座位バランス不良（神経機能残存レベルC5/6)。
肘の屈筋と伸筋、手首の背屈筋および掌屈筋が機能する。屑関節は正常である。指の屈伸は筋力3以下。通常、道具を把持することできない。（神経機能残存レベルC7)。
肩 ・ 肘 ・ 手関節の筋力が正常。指の屈伸は筋力4または5。ただし手の内在筋肉が機能するが正常ではない。用具を把持することができる（神経機能残存レベルC8)。
F52の上肢機能をもち、部分的 に体幹機能を併せもつもの。
両上肢機能正常またはほぼ正常。腹筋と下部背筋の機能がない（神経機能残存レベルT1~T7)。
F52の上肢機能をもち、正常またはそれ に近い体幹機能を併せ持つもの。
両上肢機能正常。腹筋および背筋が機能し、ほぼ正常な体幹機能をもつ。股関節屈筋のわずかな収縮がみられる場合がある（神経機能残存レベルT8~L1)。
両上肢機能正常。体幹の回旋と座位バランス良好。車椅子から大腿部を上げることができる（股関節の屈筋）。膝を合わせることができる（股関節の内転）。
膝を伸ばすことができる場合もある（膝関節の伸展）。膝を多少曲げることができる場合もある（膝関節の屈曲、筋力3以下）。
股関節を外側へ開くこと（股関節の外転）ができない（神経機能残存レベルL2~ L4)。
大腿長の1/2以上で切断している両大腿切断。下肢の筋力がほぼ1~2である 不全麻痺のもの。
最小の障害基準(MIC)の少なくとも1つ以上該当する障害のあるもの（下肢切断または欠損、可動域制限、筋力低下）※2013年までF58であったものは2014年以降はF57に変更された。
下肢 に最小の障害基準(MIC) に該当しない障害のあるもの。 ※2013年までF59であったものは2014年以降はF58へ変更された。（国際大会のクラスに該当しない）
両側に大腿義足、または、片大腿義足と片下腿義足を装着し競技するもの
両側に下腿義足を装着し競技するもの
片側に大腿義足を装着し競技するもの
片側に下腿義足を装着し競技するもの
聴覚 ・ 平衡機能障害、音声・言語機能障害、そしゃく機能障害の身体障害者手帳を所持しているもの(WPA参加基準 に該当しない）
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